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渡名喜島方言の助詞について
-とりたて助詞､終助詞､引用の助詞-

高江洲 頼 子

要 約

渡名喜島は那覇の北西約58kmの海上にあり､周囲12･5kmの小島である｡そこで革さ
れてきた方言は､琉球方言のなかの北琉球方言 (奄美･沖縄方言群)に属し､さらにそ

の下位の沖縄中南部方言に位置づけられる｡

本稿は渡名喜串方言のとりたて助詞 (ja,N,ju:ka,baka:i,co:N,du,ga)､終助詞 qo(:),

do:,sa,qsa:,ja(:),de,te(:),muN,hja:,gaja(:),cisa,ga,na)､引用の助詞 (ci,cici)につい

ての報告である｡琉球方言の助詞の研究は､格助詞については報告がいくつかみられる

が､本稿でとりあげるとりたて助詞､終助詞､引用の助詞についてはまだ研究がすすん

でいない｡ここでは､渡名喜島方言のそれらの助詞について､できるだけ詳しく用例を

あげて記述する｡とりたての形のあり方､音声的な融合のしかたも含めて､文法的な意

味 ･機能があきらかになるよう記述する｡

キーワード:渡名喜島方言､助詞､格助詞､とりたて助詞､係り助詞

1.とりたて

名詞は格助詞をつけることによって文法的な意味をあらわす(1)｡さらに､格助詞のうしろにと

りたて助詞をつけることによって､提示､強調､つけくわえ､限定などの意味をあらわし､他

の同類のものからとりたてる｡渡名喜島方言には､ja,N,ju:ka,baka:i,co:N,du,ga,7個のとりた

て助詞が確認できた｡

琉球方言には､古代語の係り結びの用法がひろく残っているが､渡名喜島方言にもおなじよ

うに残っていて､du (ぞ),ga(か)が述語に特定の形を要求する｡

1.1 jaのとりたて

jaは同類のものとの対比においてとりたてて提示､強調するはたらきをする｡標準語の ｢は｣

に対応する形である｡それぞれの格助詞にjaをつけてとりたての形をつくる｡

標準語の ｢は｣をつけたとりたての形は､｢のは､には､からは｣のように､それぞれ格助詞

に ｢は｣をつけてつくり､渡名喜島方言も基本的に同じである｡しかし､標準語の ｢が格｣を

とりたてるばあいは､名詞に直接 ｢は｣をつけてあらわされ､｢はだか格｣や ｢を格｣ のとりた

ての形とホモニムになる｡標準語の ｢が格｣に相当する渡名喜島方言のga格,nu格はjaをつけ

てとりたてるとき､ga,nuはとりはずされることなく､後ろにそのままくっつけられ､gaja｢が

は｣､no:(<nuja)｢がは｣となる｡この現象は琉球方言に広くみられるきわだった現象である｡(2)

首里方言では､とりたて助詞jaがつくとき､まえの母音によって音声的に融合した形がもち

いられるが､渡名喜島方言では融合しない形でも､融合した形でも､どちらでもあらわれる｡
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ｉ＋ｊａ→［ija]/[el

cujabuci9exnuhuxzixjakutusikucijajamixN．

（きょうは貧血のようだから、仕事はやめる｡）

?unusikucexmikuminu？aN・（その仕事は見込みがある｡）

ａ＋ja-［aja]/[ax］

kuxgusuinudakutUwataj且noxtaN．（粉薬を飲んだから、

takalacikaraZnexNdox．（のっぽは力はないよ｡）

お腹は治った｡）

ｕ＋ｊａ－［uLja]/[ox］

cikagurUj且taxzikuiNhiki?axraN． (近頃は田作りも甲斐がない｡）

ziraXiaPikagurqZmiciraniNmixraNsi9atabikaigaNzara．

（次郎は近頃は姿も見えないが、旅にでもいったのだろうか｡）

以下、いちいちの格助詞について用例をあげて記述する。

（１）はだか格

とりたての形はｊａである。

?utoxtatiraNgutusitakabisjax

標準語の「は」に対応する。

SjUN．（音は立てないようにして、爪先立ちをする｡）

turihizuijakutukiNja?oxkukirijox．（底冷えだから、着物は多く着なさいよ｡）

(2)ｇａ格

標準語では「が格」のとりたての形は「は」であるが、渡名喜島方言では、標準語では「が格」のとりたての形は「は」であるが、渡名喜島方言では、とりたての形は

gaia（がは）である。音声的に融合したgaXの形でももちいられる。能力をあらわす文の主語に
つくばあい、標準語では「には」と訳することが可能である。述語が否定形であらわれること

が多い。

?arigaIc,uLjamatumixUxSaN．（彼(ガ)は／彼には人はまとめられない｡）

kunusikucexbukuxga1naraN．（この仕事は不器用(ガ)は／不器用にはできない｡）

maqsiXguXga1?akineXianaraN．（正直者(ガ)は／正直者には商売はできない｡）

sikuciKcakutumix?uzi2siⅢaxgaianaraN．（仕事を見たら怖気づいて、私(ガ)はできない｡）

?anuIynexlAL2l9空miXraN．（あの船は私(ガ)は／私には見えない｡）

（３）、ｕ格

ｎＵｊａの形が音声的に融合してｎｏｘ（がは）となる。標準語の「は」に対応する。

ｇａ格のばあいと同様に述語が否定形であらわれることが多い。

kizimuNnoxtijaxcijax?uturusimuN.(木の精(ｶﾞ)は蛸はこわいものだ｡)

?unumixSarimuNnOxnamaSexnexNjo．（その怠け者(ガ)はまだしていないよ｡）

(難しい相談は口下手(ガ)はできない｡）mucikasixsoxdaNjamuN?ixbitanoXnaraN．

kextexwaxmunoxtaka?ataiduSjuru．（かえって私のもの(ガ)は高あたり（ゾ)する｡）

(その病気(ガ)は治らない｡）?unujaNmexnoxnOxraN．
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（４）ｎｉ格

ｎｉｉａの形が音声的に融合してnexとなる。標準語の「には」に対応する。

l]ﾕ2911型｣且｣型muragaqkoxnu?ataN．（大きい村には村学校があった｡）
●

亜mlAL型111亘hukurukuzunu，ixkazaiN．（正月には福禄寿の絵を飾る｡）

?amihuinexNzunuhusagaiN．（雨降りには溝がふさがる｡）

Tljaxhukan堅guja,urani．（おまえのほかには仲間はいないか｡）

皿121三1111型miminukwaxkiritusiga?u:saN．（漁師には鼓膜が切れているのが多い｡）

（５）（N)kai格

（N)kaijaの形である。音声的に融合しない。標準語の「には」「へは」に対応する。

mukUjamiqtanijaXkaijakuxN．（婿はめったに家には来ない｡）

naNjoxkaijqwaqtaxgasakidacuN．（南洋には私たちが先立つ｡）

?iri:kazinuhucukutunaxhwaNk地ziNpuXjaN．（西風が吹いているから、那覇へは順風だ｡）
sizidaru NniNkaiiataxtaxganututaga．（沈んだ舟には誰々が乗っていたか｡）

lAL2lﾕllnlk2胆mixkusunu?uqsakuti?ataN．（私にはほんの少し、くれてあった｡）

hmukaNkaijahira?ukox?usjagixN．（火の神には平線香を供える｡）

（６）kara格

karajaの形が音声的に融合してkaraxとなる。標準語の「からは｣、「は」（移り動く場所）に
対応する。

kWakaraxcikikaziniziNjacuxNna．（子どもからは月毎にお金は送られてくるか｡）
?unu？izuNkaraxniNzuxmizihaiN． (その泉からは年中水が流れる｡）

Sinamicikarajatacibax?asizajamukaN．（砂道(カラ)は足高下駄は向かない｡）

hakurunusicikaraI?acisaNjaxracuN．（白露の節からは暑さもやわらぐ｡）
cuxkarax jaNmeﾘamucinOxiN．（今日からは病気は持ち直す｡）

●

jusaNdikamFarituci9axiN・

hamax型aqtaxkaraxcikasaN．

(夕方からは彼と交代する｡）

(浜は私の家からは近い｡）

（７）uti格

utijaの形が音声的に融合してutexとなる。標準語の「では」に対応する。

?oxsakaut堅mixkWanujaxNkaitumaiN．（大阪では甥の家に泊まる｡）
nahautexhakimuN hakanexmiciN？aqkaraN．（那覇では履物をはかねば道も歩けない｡）

c，unujaxutexniNzigukucinuwaqsaN．（よその家では寝心地が悪い｡）

juxhurumqmaruhadakanati?amixN．（お風呂では丸裸になって浴びる｡）

?wixkatanumexuteKcixhisjamaNkikakixN．（上役の前では正座をする｡）

（８）ｓｉ格

ｓｉｊａの形が音声的に融合してsexとなる。標準語の「では」に対応する。

?uNna9inunaxsqcinagaisa．（その長さの縄ではつながるよ｡）
mukoxkazinatihuxsextuxsaraN． (向かい風になって帆では通せない｡）

?anudajaxgaxduxcuisexnaraN． (あのだらしのない者(ガ)は一人ではできない｡）

?ununijanaxc,uhexsexmutaN． (その荷物は縄が一重ではもたない｡）

－３－



沖縄大学人文学部紀要第５号２００４

(9)ｔｕ格

tUjaの形である。音声的に融合したtoxの形ももちいられる。標準語の「とは」に対応する。
(人を馬鹿にする者達とは相手はできない｡）u?useximuNnucaXmja?extijanaraN．Ｃ

(あの人とは深い交わりをする｡）?ａｎｕｃ，utoxhukasikunumaziwaiSjuN．

majaxnuQjratox，inumuNjuNgwikax?uqcuN．（猫の顔とは同じで、汚れている｡）
●

hanabaSiaxnuhanajabaSjanaitQlcigatuN．（花芭蕉の花はとi±±_と-1主違っている｡）
(粟国島とは海洋を隔てている｡）?agunitoxtukexhizamituN．

（lOmadi格

madijaの形が音声的に融合してmadexとなる。標準語の「までは」に対応する。
Nmakara?amamadexmaqtoxbaxnumicijaN．（そこからあそこまではまっすぐの道だ｡）
?akacicimadexmikazicinukakatuN．（明け方までは三日月がかかっている｡）

namamadeXInjakUja?ucuN．（今までは脈は打っている｡）

１．２Ｎのとりたて

標準語の「も」に対応する形である。＜つけくわえ＞、＜強調＞、＜ならべ＞の意味をあら

わす。疑問詞につくばあいは全部のものを強調する。

（１）はだか格

とりたての形はＮである。標準語の「も」に対応する。

Ｎでおわる単語をとりたてるばあい、語末のＮをｎＵにかえてとりたて助詞Ｎをつけ、nUNの形

になる。

mata?acaNkuxwa．（またあしたも来なさい｡）＜つけくわえ＞

?awaNdemuZaqkukuNcikuiN．（粟などの罐Ilijt1作る｡）＜つけくわえ＞

dakibukinujaja9pzuxninuNmucuN．（竹葺きの家は且9-里亘もつ｡）＜数量強調＞
milaXNcikutihukuraSjaSjuM（薮しい家も造ってうれしがる｡）＜強調＞

janamuNdexnutacihabakaticaxNnaraN.(悪いやつらが立ちはばかってどうもならない｡)<強調>
munuNsiruNtacikex?irikexkwataN．（ご飯も汁も何度もおかわりして食べた｡）＜ならべ＞

２jaxtanumiNkicusigawaxtanumiNkikex．（お前の頼みも聞くが、私の頼みも聞け｡）＜ならべ＞

（２）９ａ格

gaNの形である。標準語では「が格」にとりたて助詞「も」をつけてとりたてるときには、は

だか格のとりたての形と同様に「も」になるが、渡名喜島方言では、他の中南部方言同様、ｇａＮ

（がも）の形をとる。標準語に訳するとき、「でも」に対応するばあいがある。

saNdaXjahisazuXsanulaxgaNkanaXN。（三良は健脚で誰(ガ)直かなわない｡）＜強調＞

kunusikucijataXgaNtaXgaNnaiNcidu?umuiNna．（この仕事は誰_しｉｎ迄できると思うか｡）＜強調＞

（３）、ｕ格

ｎｕＮ（がも),Ｎ（も）の形である。首里方言ではnUNの形であらわれる。標準語の「も」に対

応する。

kazinubaxbaxsinamiNtacuN．（風がブーブー吹いて波も立つ｡）＜つけくわえ＞
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mixtuNda?oxeja?iNnuNkwaxN．（夫婦喧嘩は犬(ガ)もくわない｡）＜強調＞

taiwaNNmUja座iillillllhlmaxSaN．（台湾芋は年寄り(ガ)もおいしい｡）＜強調＞
NzunutatamatimiziNhakaN．（溝がつまって、水も流れない｡）＜強調＞

処旦迦lillnexNnadajaqsa?ataN．（風も波もなく、穏やかであった｡）＜ならべ＞

（４）ｎｉ格

niNの形である。標準語の「にも」に対応する。

dax辿垈11ﾕillc，uhuguijakurex．（どら、私にも－袋はくれ｡）＜つけくわえ＞

辿型1i21taisjoxnukummacijanu?ataN．（島にも大正の頃、店があった｡）＜つけくわえ＞
kurexnuxnuhizigajara止血LniraN．（この子は何の血統なのか、親にも似ない｡）＜強調＞
型l里il型Llmuqtainuk，waXbuzinisudacaN．（戦争時にも６人の子を無事に育てた｡）＜強調＞
Nkasijamaxnuj空l1iLlzirunu?ataN．（昔はどこの家にもいろりがあった｡）＜強調＞
ciribai？irixnexcaxrutexhuniNtoxriraN． (筋交を取り付けると､どんな台風にも倒れない｡)＜強調＞

(鶏があそこにもここにも糞をやり散らす｡）＜ならべ＞tuinu?amaniNkumaniNmaiciraSjuN．

（５）（N)kai格

（N)kaiNの形である。標準語の「にも」に対応する。

?amaNkai?icumcixdenikumaNlmlmigureUax．
（あそこに行くついでにここにもまわってね｡）＜つけくわえ＞

NmCﾘa辺１１型illLlk2i2lSiragimiXtuN．（祖父は眉毛にも白髪が生えている｡）＜つけくわえ＞
WnihjaxgaraciNmiNkaiN？ikaraN．（舟を干上がらせて漁にも行けない｡）＜強調＞
misitanuc，uNkaiNcibumsagixN．（目下の人にも頭をさげる｡）＜強調＞
?aNmaxNkaitaqkwatitaxNkaiNdakaraN． (お母さんにくっついて誰にも抱かれない｡）＜強調＞

（６）kara格

karaNの形である。標準語の

taiwaNbo1asaxzikaraN?ucixN．

｢からも｣、「も」（移り動く場所）に対応する。

(タイワンハゲは手ぬぐいからもうつる｡）＜強調＞
?ixzaﾘahukibaNtakarahl?aqcuN． (山羊は断崖(カラ)も歩く｡）＜強調＞

tariziXjakiNnu?wixkaraNwakaiN． (垂れ乳は着物の上からもわかる｡）＜強調＞

（７）ｔｕ格

、Nの形である。標準語の「とも」に対応する。

takukunuc，utuNwadaNSjuN．（他国の人とも仲良くする｡）＜つけくわえ＞

（８）madi格

madiNの形である。標準語の「までも」に対応する。

?unukutoxmaxmadiNsirabiraN？arexnaraN．

（そのことはどこまでも調べなければならない｡）＜強調＞

処1型iLlmamanarajax．（いつまでも一緒にいようね｡）＜強調＞

とりたて助詞Ｎは標準語の「さえ」の意味に対応してももちいられる。
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(私(ガ)さえだいたいは知っている｡）waxgaNtexgeﾘaSlqCuN．

(彼(ガ)さえ今は真人間になっている｡）?arigaNnamaxmaniNgiNnatUN、

taiwaNNmujatUSijuinulXmaxSaN． (台湾芋は年寄り（ガ)さえおいしい｡）

Ｌ３ｊｕｘｋａのとりたて

標準語の「より」に対応する形で、首里方言ではjaka,ｊｕｋａの形でもちいられる。ふたつのも

のを比較するとき、その基準をあらわす。

tox9imimucijakumimucijuxkamaXsaN（唐黍餅は21筆if±_且おいしい｡）
?amanumikatajakumaju2ka?uxsaN．（あそこの味方はﾆｰﾆｰ生_且多い｡）
waNjaZarijuXkaheXsaNmaritaN．（私は越生-1ﾕ先に生まれた｡）
?unulNneX?arijuXkamixsaN．（その船は』i2jn主_且新しい｡）
?ijunutuidakajamexnucikijuxkawaqsaN．（魚の漁獲高はii亘｣団-4二-1ﾕ悪い｡）
?umudakijaZuxdakijuX囮takasaN．（オモ岳は2日逵圭_且高い｡）
takahatajazi:batajuXk且dakujaN．（高機は幽幾三L-1ﾕ楽だ｡）
?itakubiiuXkadakikubijacurasaN．（､Z壁主-11竹壁は美しい｡）

(冬の寒さより夏の暑さは耐えられない｡）hUjunuhiXsajuXkanacinu?acisajahusi9araN．

疑問詞にくっついて「全部のなかでいちばん」という意味になる。

kinuxcuxnuhixsajaZjciiuxkacuxsaN．（きのうきょうの寒さはL｣２生-2_迄強い｡）
tajuXka?icibaNnatihuqkitunu9acaN．（量ｉｆ生-2-堂一番になって走りとおした｡）

?anuc，UjataﾘuxkatacimasatuN．（あの人は莚圭-1ﾕたち勝っている｡）

huruco1anuXjuxkatcxsicinamuNjaN．（古い文書はlL21三生-1ﾕも大切なものだ｡）
naxbexraxNbusijamXjuxkamaxsaN．（へちま煮は｣些匹生-12もおいしい｡）

L4bakaxiのとりたて

標準語の「ばかり」「だけ」に対応する形で、首里方言ではbikaxN,bikexLbikexNで用いられ

る(3)。他のものから限定することをあらわす。

meXnicikunukiNbakaxikicihumkunaSjuN．（毎日、この着物ばかり着て古くする｡）

majamujax?uciXto:'inumuN狸:?ucixbaka辺sjuN．（猫のひっこしと同様、ｴﾑﾕｰﾆ上ﾋｴ』企-1ﾕする｡）
hizuxc'unuj2xbak迦migutuN．（しょっちゅうよその塾』ijnL1ﾕまわっている｡）
mUNgusamikibak理sLiuruc，UjasikaraN．（11-二旦旦ゴー旦臺L｣【｣企-1ﾕする人は嫌いだ｡）
c，unume:bibakaxisextiXja?agaraN．（人の真似ばかりしては技は上達しない｡）

miqci?amajaxga?iXseXkucisakibakaxi．（才走った者が言うのは旦圭ﾋｴjnL1ﾕ｡）
(プカプカタバコばかりすっている｡）pakupakutabakubaka型hucuN．

標準語の「だけ」の意味にも対応してもちいられる。

kazinu?akutuhuNbubakaxi?agixN．（風があるから、本帆だ(±上げる｡）
(島は高山だけある｡）simajatakazaNbakaxi?aN、

(水洗いだけしては垢は落ちない｡）rnizi?arexbakaxisex?akaja?utiraN．
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Ｌ５ｃｏｘＮのとりたて

標準語の「さえ」に対応する形である。極端なことをあげて強調し、意外さをあらわす○用
例はすこししかみつかっていない。渡名喜島方言ではとりたて助詞Ｎが標準語の「さえ」の意
味にも対応しているようである（２．２Ｎの項参照)。

?anusexkunoxcoxNmucikasasﾘuN．（あの大工がさえ難しがっている｡）
●

sisic，ukiriNcoxNkuraN． (肉を一切れさえくれない｡）

Ｌ６ｄｕのとりたて

日本語古代語の係り助詞「ぞ」に対応する形である。述語との呼応関係があり、基本的に連
体形で結ぶ。強調の意味をあらわす。標準語では「しか＋否定形」に訳すことができるばあい
がある。

・ｇｕｍasainexcizaxhazaxnukiNdukicaru．

(小さい頃には継ぎはぎの着物を(、着たのだ。／着物しか着なかった｡）

?urexZi四辺llnaim．（それはおまえが(ゾ)できるのだ。／おまえしかできない｡）

（１）はだか格

waqtaﾘａｋｕｎｕｋＷａｄＵｍｉｘ?atijaru． (私たちはこの子が(ゾ)目標なのだ｡）

hjakuSjolakixnu911hj型llsasarixru．（平民は木のかんざしを(ゾ)挿せるのだ｡）
Tiax9a型１ｺ22219且lqlljati?aru．（おまえが見間違え(ゾ)だったんだ｡）

?ｕｎｕｃ，utoxmiNdasibirexdunairu．（その人とは表面のつきあいが(ゾ)できるのだ｡）
jukunamuNjaduxnumexdunuxru． (欲張りは自分のまえを(ゾ)見るのだ｡）

（２）ｇａ格

?arigadmixtaru．（彼が(ゾ)言ったのだ｡）

?aNgutu?aru型11型qllsizimixuXSjuru．（あのように大胆者が(ゾ)治められるのだ｡）
皿上型型llzurijacimixru．（金持ちが(ゾ)女郎は買いきるのだ｡）

(3)ｎｕ格

muNgumasaruCmuduziNgamiUanairu． (几帳面な人が(ゾ)金銭の取り扱いはできるのだ。 ）

jurunu?anumicijamuN?uzixsaNp，unudll?aqkiuxsjuru．
(夜のあの道は物'怖じしない人が(ゾ)歩けるのだ｡）

kunusiwaza]amunuNwakaraNmuNnudusi？aru．
●

(このしわざはものもわからない者が(ゾ)してあるのだ｡）

texhuja1a且』ﾕ且§ikilﾕllgllnaim．（松明振りは綱好きが(ゾ)できるのだ｡）

（４）ｎｉ格

NkasUa迦迎Ａ型2111型llmiXgiNjakiXtaru．（昔は正月に(ゾ)新しい着物は着たのだ｡）
NminuhukainidUmagi?ijUja，uru． (海の深いところに(ゾ)大きい魚はいるのだ｡）

?unumicijac，Utut，atunidUnairu．（その道は一、二年に(ゾ)できるのだ｡）

haqsiNnuzuxbakUiaml亘上､迦型11?aru．（八寸の重箱は金持ちの家に(ゾ)あるのだ｡）
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（５）kara格

tikugukaradUducidexNnairu． (書記から(ゾ)地頭代にもなれるのだ｡）

(不養生から(ゾ)病気はおきるのだ｡）lmjoXzoxkaradUhjoxcija?ukuriXru．

（６）ｓｉ格

toxhubuqkUjakumasarunuNsidunairu． (豆腐袋は目の細かい布で(ゾ)できるのだ｡）

kiXnu?ananu?aNdaja5ahuNsidu?utixru．（毛穴の脂は五1鐘ご_Ｕl落ちるのだ｡）
dumuniNrikisidUjaNmeﾘanoxSjuru．（自分の精神力で(ゾ1病気は治すのだ｡）

以下のように述語に終助詞がつくばあいは、述語は連体形にならない。また、そうでないば
あいにも述語との呼応関係がみられない例もみられた。

?urexnamadUjaNna．（それは生で(ゾ)あるか｡）

zicija'ixbuSjasigaPitexgwaX⑭SjuNde．（実はもらいたいけど詮i旦逵_ビルているよ｡）
(ほんとに彼が(ゾ)したのだろうか｡）ziNtoXZarigaduSjagaja．

(今でも苦しい生活で(ゾ)あるようだなあ｡）namajatiNtacikaNdixdujaruhuxzijaqsaX．

?anu?ikusamukurudaSmmiqkwasaN．（あの戦をもくろんだ者が(ゾ)憎い｡）

c，unuduXjamUNsidUcikurarixN．（人の体は食物で(ゾ)作られるのだ｡）
，

(家の習慣が(ゾ)外での習いだ｡）可axnaremhukanarex．

１．７９ａのとりたて

日本語古代語の係り助詞「か」に対応する形である。述語は‐ra形式（いわゆる「未然形｣）

で結ばれる。おおく疑問をあらわす語にくっつき強調する。さらに述語とむすびついて、推量

の意味をあらわす。

hUju:si:nexlmNnicigakakairawakaraN.（不精すると１回L且_しｉｎかかるだろうかわからない｡）
maZsakazasjusigamxgasikoxira．（おいしい匂いがするが、１回[jと_上上、つくっているのだろうか｡）
namaguroXmaxmaNguragqNzura．（今頃はどの亟二-l2-ELiil行っているだろうか｡）
waxgamaNta?uciSjuru?exdanimaxkaiganatara．

（私がまばたきするあいだにどこに(ガ)なったのだろうか｡）

ma:karagakicuramimibe:saN．（二-二-21-ニーLZil聞くのだろうか、聞きつけるのが早い｡）

ziraﾘacikaguroxmiciraniNmixraNsiga1abikai92Nzara．

（次郎は近頃は姿にも見えないが、旅に(ガ)行ったのだろうか｡）

渡名喜島方言では「～９ａ＋jara」のくみあわせが固定化し、音声的に融合したgexraの形が
頻繁にもちいられる。「(であるの）だろうか」の意味をあらわす。

tabi，utaigexranamaniNtuN．（lirjl室ilZﾆﾆｰｺｰﾕ、まだ寝ている｡）
cibjoxgexraturubaikaxbaiSjuN．（三LQ痘ji竺亘-コ-22、ぼんやりしている｡）
nuxgeXrqmiXkuragaisikimutujaxsaraN．（Ｌ２Ｕこる-コ_企、めまいがして心が落ち着かない｡）
guhusinijanusi9anuxbLio:cigexra．（くるぶしが痛むが何のilii量Z二２２－ｺ-,1｡）

－８－



高江洲：渡名喜島方言の助詞について

２．終助詞

文のおわりにくっついて、話し手のきもちをあらわす。

渡名喜島方言の終助詞はつたえる形として､jo(x),dox,sa,qsax,ja(x),ｄａｔｅ(x),muN,lljax，
が、また、たずねる形として、ｇａ,ｎａが確認できた。

gaja(x),ｃｉｓａ

２．１ｊｏ(x）

標準語の「よ」に対応する。

（１）いいきりの形（いわゆる「終止形｣）＋jo(x）
話し手ができごとを聞き手につたえ、念押しする。

Sju1ak，waburimuNjakutu，irimuNkQZticu:NiQ．
（父さんは子煩悩だから、おもちゃを買ってくるよ｡）

?aＮ？aruhazikiraxgaxmataglINjQ．（あんな恥知らず(ガ)は、
zoxi?arigaxSaNjq．（けっして彼(ガ)はしないよ｡）

また来るよ｡）

?unumixsarimuNnoxnama5exnexNiQ．（その怠け者(ガ)はまだしていないよ｡）

（２）命令形十jo(x）

聞き手に対するうながしややさしい要求をあらわす。

hitimitizaxNnudikaraharukaiZikijq．（朝のお茶も飲んでから、

kurextanumarimuNjakutumacigaxN9utu塑匹．
（これは頼まれ物だから、まちがわないようにしなさいよ｡）

畑に行きなさいよ｡）

kexigiNjatatuximuqturin.（着替えは二通り持っていなさいよ｡）

namanusikucicigakitUiQ1．（今の仕事を精出してしなさいよ｡）

?imi?ucijacikisimijox．（忌中は物忌みしなさいよ｡）

?unuhixnexzihikuXjqI．（その日には必ずおいでよ｡）

c,utaXgunumiXmizikumiNci?ukijoz．（水桶のいっぱい、水をくんでおけよ｡）
?iqsjudakinuhagamasil且kijQI．（－升炊きのはがまで炊きなさいよ｡）

形容詞の名詞形にくっついて、詠嘆をあらわす例もみられた。

CiCuxnuNminuEUraSajO．（月夜の海の美しさよ／美しいことよ･）

?unu，uduinutihuinugll2型iQI．（その踊りの手振りの美しさよ／美しいことよ･）

２．２ｄｏｘ

いいきりの形（終止形）につき、話し手の強い意志、判断を聞き手に主張する。ＶＷ』己リリノ形（祇止形ノヒコさ、話し千の強い意志、判断を聞き手に主張する。標準語の

「ぞ」「よ」に対応する。ただし、標準語の「ぞ」は男性が使用するが、渡名喜島方言のdoxは、
男性、女性に関係なく使用され、大人が子どもを叱るとき、聞き手に注意をうながすときなど
によくもちいられる。

nacumwarabexmimikixNdox．（泣く子は耳を切るぞ｡）

wanuNkaiLaqkUmsarixNd堅．（私になぐられるぞ｡）
cixcixsaxraNdox．（火をさわらないよ｡）

hi9asasasaN?areXhi1akisjuNdQI．（日傘を差さなければ、日焼けをするよ｡）

hanasacaxnaminuNzitukututexhuLjaCuxNdoZ．（白波が出ているから、台風は来るよ｡）
cikizixsixnexmizijaniNgwixNdo:．（釣瓶を上下に動かすと、水は濁るぞ｡）
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(鍋つかみで鍋を下ろさないと手をすべらせると｡）nabituisinabi?urusaN？arextixsiNdasLiuNdox．

?arexcaXcuxNdox．（彼はいつも来るよ｡）

nacinukusanumixnexhabunu，uNdox．（夏の草むらにはハブがいるよ｡）

?aNdox．（ここにもその手はあるぞ｡）kumaniN?unutiﾘａ

(お母さんはしばらくは来ないよ｡）?aNmaXjanamatoxkuxNdox
●

cacawaNzaUanumurumunoXZaraNdo!．（－杯茶は飲むものでは型些｡）
●

(ひとさし指で人を指すものではないよ｡）
，

c,unuki?wixbisic，usaSjusex?araNdox．
●

,inagunujaxsikucijacaxtacikuNpaidexNdox．（女の家事はいつも立ちっぱなしだよ｡）￣

namajatatuibanasixqextaNdq二．（今はたとえ話で』ii-2-Z二王｡）
kukurunumucinasidudex?icidox．（心の持ち方が第一なのだよ｡）

kami?u9amijamiaxNdox．（神拝みは重玉笙Z茎｡）
kurexwaxnasakidox．（これは私の情けだよ｡）

doxの後にさらにjaxをつけた形ももちいられる。

waxnasakinutisazidolaX．（私の愛のこもった壬』空二L1Z二王｡）

２．３ｓａ

話し手の意志､意見､判断などを表明する｡述語が肯定形のばあいは｢短縮形(apocpatedfOrm)」(4)

につき、否定形のばあいはいいきりの形につく。標準語の「よ」「さ」「な」に対応する。

?aＮ?arunarihuzisic,unimisimuNsarixsa．（あんな身なりをして、人に見世物にされるよ｡）

NniNzacimuduirumicisigara?iqtaxjaxkaiQoxsa．（船を見送って戻る道すがらお前の家に玉Z二王｡）o

muSi可axgaSijaNzixnexwaxga且'１１旦旦．（もしお前が仕損じたら、私がするよ｡）

?uqkanumucimeUaharaibikil型．（負債の負担分は払うべきだよ｡）
?arigatasimejawaXgaNzasusa．（彼の立替は私が上型二主｡）

?uNnaginUnaxSex2inagaiS且．（その長さの縄では２｣昼』h二二_主｡）
jakusikusakutuzihipuxsa．（約束をしたから、かならず玉こ_j三・）
?unukutuNhikazinutacixnexWaqsixsa．（そのことも日数がたつと壺辻工邑-J三・）
?unukutox?ujanuhikaripaisa．（そのことは親の名誉に空こ_主｡）

?aqtaIjacux9oxSjutiZasa．（彼らは相談して迄_こ_主｡）

c，u9aranujutasakutu?ataisa-（人柄がいいから、当i塞立｣亘-Ｊ=｡）
(子どもも大きくなったから、理屈をこれるよ｡）warabiNmagixnatakutudikucikwaisa．

?amakaranuke:inijuiSa（あそこからの帰りに宣二_主｡）

sitaiju:CibataSa．（したり、よくがんばったな｡）

万aUakuNdaqturuganitox,inumuNmaxkaiN?ikaraNsa．
(おまえは縛られている蟹と同じでどこにも行けないさ｡）

(みすみすおまえにはやらないよ｡）misimisixtmjaxnexkuraNsa

ｓａの後ろにさらにjaxのついた形ももちいられる。

maXisikaratanaNkanatasaia．（亡くなってから十四日にjLL2Z型｡）
naXmaditiXwacarexユmixsaja（あなたまで面倒を企Li-iﾆｵﾖ｡）
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?exhjaxTiaxgadupusidexsaja．（おいこら、おまえが(ゾ)盗んであるな｡）

２．４ｑｓａｘ

話し手の直接的な感情の表明である。ひとりごとのばあいもある。

form)」につく。否定形のばあいはいいきりの形につく。標準語では
る。

?unuhiNzinisasicimataqsax．（その返事に窮してしまったなあ｡）

述語の｢短縮形(apocpated
「なあ」「ねえ」に対応す

tanariNnexNsikuciSjuqs空．（器用でない仕事をするものだねえ｡）

namajatiNtacikaNdixdujaruhuxzijaqsa1．（今でも苦しい生活で(ゾ)あるようだなあ｡）

daNzu?utuNzuturucuraxjaqs型．（なるほど音に聞こえた美人だなあ｡）

haruSju:bunimakitizaNniNjaqsal．（原勝負に負けて残念だなあ｡）

?amanujumijahataracaxjaqsa1．（あそこの嫁は働き者だなあ｡）

?unubaxnuduqciianamanugiraNsax．（そのときの毒気はまだぬけないなあ｡）

２．５ｊａ(x）

（１）いいきりの形十jax

聞き手が話し手に同意をもとめたり、念押しをしたりする。

miXdusa?ataNj型．（久しぶりでしたね｡）

Ua1aWaNllaSagaraCaNjaX．（おまえは私をけなしたね｡）

Tiaxtu?icatikaranagexsaNjax．（おまえと出会ってから久しいね｡）

（２）意志形十ja(x）(5)

①ともにすることをさそいかけ、同意をもとめる。

?icimadiNmamanarai聖．（いつまでも一緒にいようね｡）

cu1a?unukutucuxgox塑旦．（今日はそのことを協議しようね｡）

maNnaciriti?ikai2L（一緒に連れていこうね｡）
●

sjoXgwacinexku:ruXmaXci?asibaia．（正月にはこまを回して遊ぼうね｡）

②話し手が自分の動作、判断について、同意をもとめる。

waNjasakiParaia．（私は先になるね｡）

(ご飯をやるね｡）mexmexkuraia．

haiNmanukiqcakitaNganexjasaia．（駿馬がつまずいたようだね｡）

（３）命令形十jax

聞き手に命令することを念押しする。

?amaNkai？icurucixdenikumaNkaiNmigureﾘax． (あそこに行くついでにここにもまわってね｡）

係り助詞ｇａの結びである-ra形式にくっついても用いられ、同意をもとめる。

caNgutugaZLlqsLiarajax．（どんなにか嬉しいだろうね｡）
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joXjaxの形でももちいられる。

waqtaxkaiNmiguimiguikuXjo1aX． (うちにもどきどき回っておいでよれ｡）

２．６．ｅ

いいきりの形につく。話し手が確認した現在の状態を表明する。標準語の「さ」

する。

zicija'ixbusjasigazitcXgwaxdu§juNde．（実はもらいたいけど辞退(ゾ)ヒエ1Aこ-J三・）

｢よ」に対応

namanusikucijakucitutoxkakideMQ．（今の仕事はやっと食えるだけZ二王｡）￣
?arexnamakexticuxruhazide．（彼はもうすぐ帰ってくるだろうよ｡）

２．７ｔe(x）

いいきりの形につく。推量してつたえる。標準語の「だろうさ」

to:namajaSamaiZaqCUNte:．（さあ、いまは勢いよく塗_S-Zﾆﾋﾞｭｰｺｰ生｡）

｢だろうよ」に対応する。

kiNbaka:ikoXtuine:ki:do:ri§iuNtC．（着物ばかり買っていると、着倒れゴーi堂』i三二-二-三｡）

taraxtuzinatibacikwaijaNtQ．（太郎の妻になってすばらしいことZここ_二-三｡）
?unukutUjasiNbuNninuiNtC．（そのことは新聞に載るだろうさ｡）

?areXnama9uruLjahucukuru?Oxgime:§juNte．

（彼は今頃は人知れず喜んでいるだろうさ｡）

?aＮ？arukiSjoxmuqcuinexnana?ukamaxnaiNte．

（あんな気性を持っていると、七つの火の神を拝む者になるだろうさ｡）

kunuwarabextaxcimacaxjakutuhasikoxmuNte．

(この子はつむじがふたつ巻きだから、気が荒いだろうさ｡）

?aritukurijarextiNtuzixdexNte.(あれとこれであれば､天と地であるだろうさ｡)
?unukutukikimaxinexdexzite．（そのことを聞きまわったら大変さ｡）

２．８ｍｕＮ

連体形につく。標準語の「さ」に対応するようである。用例がすぐない。

ke:teX?aNsjutasidulmsijatarumuN．（かえってああしたほうが主｣企-2-2二-三｡）

hoxhoitiXkiqcarumuN．（そらみろ、手を｣辺_ｺｰｴｰL_主_ｺｰｪﾆｰﾆﾆ.）
SiZiN？aNnatinexNmuN．（自然にそうなってしまったさ゜）

２．９ｈｊａｘ

ののしる意味にもちいられる。用例がすぐない。

nuxgahjal2jax9akamuibiki:deXmi．（型迄、おまえが関わるべきであるか｡）
nuxcixNhjax．（なんと言いやがるか｡）

(そらみろ、いまのようにだよ｡）sitaihjaxnamanugutujasa．
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２．ｌＯｇａｊａ(x）

疑問詞たずねの終助詞９ａにさらに念押しの意味をあらわすja(x）がついた形である。肯定形
のばあいは「短縮形」につき、否定形のばあいはいいきりの形につく。推量してのべる。標準
語の「だろうか」「かしら」に対応するようである。

kunudoxgUja?icimadi辺ucugajax．（この道具はいつまでもつだろうか｡）

zuxgUjaxzicuXjacuﾘamirarixgaia．（十五夜の月は今日は見られるだろうか｡）

kwiXNkikarixgaj且．（便りもきこえるだろうか｡）

?aritu?icatasexcanubaxjatagaja．（彼と会ったのはどんな場合だったかなあ｡）

?anujaXjac，unutacikex?irikexSjusi9anuxjagaja;．
（あの家は人が入れ替わり立ち替わりするが何だろうか｡）

mata?icukukaraxtaniNdeXgaja．（またいとこからは他人だろうか｡）

?urextasikanakumqexgajq．（それはたしかな事だろうか｡）

hexmaxisjusigajaNdiraNgaja．（風向きが南回りになったが、（天気が）くずれないかしら｡）

kazinubuxbuXSjusiga?arasinukuxNgaja．（風がびゆうびゆう吹いているが､嵐がこないだろうか｡）

wax?asizatutuicigextuscxtaxgaja．（私の下駄と取り違えているのは誰だろうか｡）

２．１１ｃｉｓａ

引用の助詞ｃｉに、さらに終助詞ｓａがついた形である。伝え聞いたことや昔から言い伝えられ
ていることをあらわす。標準語の「と言うよ」「とさ」「そうだ」と対応する。

NmagajatataNzexkunataNcisa．（孫は畳職人になったそうだ｡）

tara1ahexriqsiNsjaNcisa．（太郎は早出世したそうだ｡）

cika9urut，aijanixbikiSjuNcisa．（近々二人は結婚をするそうだ｡）
，．

?anucll]a9umasainikumi，uduisjaNcisa．

（あの人は幼少の頃に組踊りを演じたそうだ｡）

haxrixganinunainexnaga?ａｍｉＮ？uwaicisa．

（爬竜船競争の鉦がなると、梅雨もあけるとさ・）

habexruﾘa9uSlomucikexmuNcisa．（蝶はあの世の使者だそうだ｡）

bixcaxnu？wixkai？againexhiNcinaiNcisa．

（モグラが床の上にあがると異変がおこるそうだ｡）

２．１２９ａ

疑問詞をともなう、たずねる文にもちいられる。述語の「短縮形」につく。標準語の「か」
に対応する。

nalaZU聖kELimoixga．（あなたはどこに巴らつしやいますか｡）

?arexPq興旦c，ujaga．（彼はどこの人であるか｡）

ZjSjJ1Hmixnicicaga．（いつの間に着いたか｡）￣

jasikinucibusuXja2ilSl壁l型旦．（屋敷の坪数はいくらあるか｡）

mixduxsanulZl§Ｌ１処１９且.（ひさしぶりだが、どこに行っていたか｡）

RjaUagj2nUZi韮L1?WixgiuxSjuga．（君はどのくらい泳げるか｡）
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(どれだけあれば足りるか｡）gi3SlPi?areXL2ig且．

kinuXnu?acimainiUj4INEljblZ型！｣皿旦且旦．（きのうの集まりに何人集まったか｡）

cika9uroXnlJL19ilklllLl9且.（最近はどうして来ないか｡）

?unusinamuNjazinidakaja2aqsaga．（その品物は金額はLﾐｰﾆｰ二_企｡）

kunuboXsiia坦xmuNg2.（この帽子は誰のものね｡）

２．ｌ３ｎａ

疑問詞をともなわないたずねる文の文末につく。標準語の「か」に対応する。

（１）いいきりの形十ｎａ

たずねる文をあらわす。

Cixja?exiNna．（乳は出るか｡）

ziNtunaXjakaracikuraNna．（お金、二十銭は貸してくれない力)｡）

fainu?Ujaja?ugaNzuxjaNna．（両親はお元気ですか｡）

hana9wixsjusigahanasikide:Nna．（鼻声をしているが、風邪であるの企｡）
(今日の収穫はこれだけか｡）cuxnuti9arajaZuqsana．

反語の意味、また難詰の意味でもちいる。

siqtaiduxNkaikiNkiXNna.（濡れた体に着物を着るか｡）
(この仕事は誰でもできると思うか｡）kunusikuciiatax9aNtaxgaNnaiNciduZUmuiNna．

nuxCiN？irexSimUNna．（なんとでも言えばいいのか｡）

c,u?atukara?ikexkoxiuxsjuKn2.（人の後から行けば、
c，uisiNnairumuNwaNmaditixwazireXsimixNna．

買えるか｡）

（ひとりでもできるのに、私まで手わずらいさせるのか｡）

waNia?arigacibinugujaxdexNn且.(私は彼の尻拭い役であるか｡)

（２）連用形十、ａ

過去のことをたずねるときに、この形がもちいられる。

jurunuNmikaijaciriN，utina．（夜の漁には連れもいたか｡）
kataminusinadextarumuNmisinataxkunexNnacina．

(形見の品だったのに、残念にも失くしてしまったのか｡）

?aＮ？arunami?araSaruNmiWatatiCina．（あんな波の荒い海を渡ってきたのか｡）

ju:wemukwaqcijakwahusukuLjaneXN?atina．（お祝いのご馳走は過不足はなかったか｡）
忘れたのか｡）samani?icarukutujasigayvaqsitina．（しらふで言ったことなのに、

?urexc，unumuNja?araNna．（それは他人の物ではないか｡）

（３）述語の「短縮形」につく。

禁止の意味をあらわす。標準語の「な」に対応する。

saNmlljuxsijaruhuxzijakutumaxNkaiN？ikuna．（産気づいているようだから、 どこにも行くな｡）

taNdi？aＮ？arukutoxsexkuNna．（どうかあんなことはしないでくれるな｡）
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（４）意志形十ｎａ

話し手が自分の希望をのべ、聞き手にさそいかける。標準語の「しようよ」「したい」に対応

する。

cicamicituxti?ikana．（近道を通って行こうよ／行きたい｡）

(十五夜の月眺めをしようよ／したい｡）zuxgUlanucikinagamisana．̄

matatikakitiNdana．（また、 やり始めてみようか／やり始めたい｡）

haxrixkiNbucikai?ikana．（ハーリーを見物に行こうよ／行きたい｡）

dixsikucihazimirana．（さあ、仕事を始めようよ／始めたい｡）

3．引用の助詞

ｃｉ（と)、ｃｉｃｉ（と言って）の形がある。ciciの方が用例は多い。標準語の「と」「しようと（し

て)」「するために」に対応する。首里方言ではNdi（と)､Ndici（と言って）の形がもちいられて

いる。

３．lci

cizaXsjarukiNjajaribukaxci?iN、 (継ぎ合わせた着物はヤリブカーと言う｡）

?ｕｎｕｃ，Uｊａｄｕｘｎｕｚｉ ?umuikunuN．（その人は自分の正義が正義であると思い込む｡）Kduzixiaruci

?umuiga．（どれだけ待っていたと思うか｡）CaNnaqexmaqCutaNCi

?iSjajagaNjaNcimitatixN．（医者は癌だと診断する｡）

warabijapixnunuNcimusjoxnaiN．（子どもは乳を飲もうと夢中になる｡）
●

takukacimiraNQisjakutubuqtikac１?anaNkai?iqcaN．

（蛸をつかもうとしたら、ブッと穴に入った｡）

gazaNhiNgasjuNclmacibaxkiburasjuN（蚊を追い払うために松葉を焚いて煙らせる｡）

ＣｉにさらにＮがくっついた形ＣｉＮ「とも」もある。

mkugwacikasikiXjahaciziqkuciN?ixN（六月のカシキー折目は初節句とも言う｡）

(ニッチュのことはウーグルーとも言う｡）niqcunukutoX2u:guruXcimiXN

naxkaNgexkaNgexnu?akumnuxciMiraraN．（それぞれの考えがあるから、なんとも言えない｡）

３．２ｃｉｃｉ

kicuN．（彼らの家はどこかと、?aqtaxiaxiamaxiaqacici 聞く｡）

あきらめる｡）(当たったのも不運と、?atataruhusjoxciQ1?akiramiXN．

"haijasiqsi，,cicihexsi？iqtaN． (｢ハイヤシッシ」と嚇子をいれた｡）

"cikinuhaiiaNmanuhai,，ｃｉｃｉ cikihinu？icusexhexsaN．

(｢月の経つのは馬の走り」と言って月日の経つのは早い｡）

watanujanuNcicikexriNkurubiNsjuN．（腹が痛むと言って、転げまわっている｡）

sikucinu?aNciciNzaN．（仕事があると言って行った｡）

waNsuguiNciciboXhikimaxSjutaN．（私を殴ろうと、棒を構えた｡）

?arinadamixNcicisikwaxcaN．（彼をなだめようとして困りはてた｡）

humhutusLjaN．（買いそこねはしないかとあせった｡）koxihaNsiqasiuracici
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mani?axraNga?aracicihuqkicaN．（間に合わないかと（思って)し、走った｡）
?iＣａ?wixbacikuiNcicikixhizuN．（いか疑似餌を作るために、木を削る｡）

hudu?wiXNcicihudu?wixguruinujanuN．（成長するために、股のぐりぐりが痛む｡）

kwaqci:sikoxiNcicihizuXtacidu:sijataN（ご馳走を準備するために、一日中立ちどおしだった｡）

warabituna?aCikaiNciCikucikarazijanusa．（子ども達を叱るために、口も頭も痛むよ｡）

おわりに

この報告は『渡名喜島方言辞典』を編集するうえで、見出し語の用例の検討と名詞の文法的

な意味の記述をする必要から、分類、記述を試みたものである。とりあげた用例は、辞典の筆

者であり、渡名喜島出身者の比嘉松吉さん（明治４１年生）が作成したものである。

用例は音韻表記である。音声との対応がわかるよう、本稿の末尾に音節一覧表を掲げた。(6)

注

(1)

(2)

渡名喜島方言の格助詞については、高江洲２００３を参照されたい。

琉球方言を基盤として話される標準語は、「ウチナーヤマトゥグチ」と呼ばれるが、とりた

てに関しても方言のこの影響をうけていて、「私がはしなかった｡」のような言い方がされ

る。

わずかにbikexNbikexの形の使用がみられた。他の中南部方言からの影響が考えられる。

？unukutubikexNmuN?umixcixN．（その事ばかり思いつめる｡）

(3)

(私たちばかりいじめて働かせる｡）waqtaxbik堅?imasimisihatarakasjuN

hitani?unukutubikeZ?ixkexsjaxsjuN． (いつもそのことばかり言い返ししている｡）

(4)「短縮形（apocpatedfbrm)」とは、たとえば、動詞のいいきりの形SjuN（する）のＮをとっ

た形である。この用語は『沖縄語辞典」によっている。

(5)標準語では①と②は同じ形式ではもちいられないが、琉球方言では①、②ともに形式が同

じであるため、ウチナーヤマトゥグチでも両方の意味で「～しようね」の形をもちいる。５

時に帰ろうね。（いっしょに帰ろうね／（私は）帰るね｡）

(6)渡名喜島方言の音韻については、高江洲２００２を参照されたい。
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iifIDi~Ji*

/?i ?e ?a ?o ?u ?wi ?we ?wa ?ja/

[?i ?e ?a ?o ?u ?wi ?we ?wa ?ja]

I'i e a 0 u wi we wa ja jo ju/

[i -., ji e -., je a o -., wo u -., wu wi we wa ja jo ju]

/hi he ha ho hu hwa hja hjo hju/

[hi he ha ho hu hwa hja hjo hju]

/ki ke ka ko ku kwi kwe kwa/

[ki ke ka ko ku kwi kwe kwa]

/k'u k'wi k'we k'wa/

[k'u k'wi k'we k'wa]

/gi ge ga go gu gwe gwa/

[gi ge ga go gu gwe gwa]

/pi pe pa po pu pju/

[p'i p'e p'a p'o p'u pju]

fbi be ba bo bu bjo bju/

[bi be ba bo bu bjo bju]

/mi me rna mo mu mja mjo mju/

[mi me rna rno mu mja mjo mju]

/ti te ta to tu/

[ti te ta to tu]

/t'i 1'e t'a l'0/

[t'i t'e t'a l'0]
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Idi de da do dul

[di de da do du]

Ini ne na no nu nja njo I

[ni ne na no nu nja njo ]

Iri ra fO rul

[ri ra fO fU]

lei ee ea co cui

[lfi lfe tfa lfo lfu]

Ic'i e'a e'o e'ul

[t['i If'a If'o If'u]

Izi ze za zo zul

[d3i d3e d3a d30 d3U ]

lsi se sa so su sja sjo sjul

[fi fe sa so su fa fo fu]

INI [m n 1) N ] Irjl [rp Q]

( Iql [ p t k sf] )
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On the Particles of Tonakijima Dialect of Okinawa Islands
- "Toritate" Particles, "SllUU joshi" (Sentence Particles), and

Quotation Particles -

Yoriko T AKAESU

Abstract
The TonakijiIna island is located in the \vest of lllainiand Okinawa about 58 knl from

Naha City \vith a 12.5 knl in circulllference. The Tonaki Island Dialect belongs to

Okinawa Mid-South Dialect \vhich is one of the eight dialect groups in the Northern

Ryukyuan dialects (Amalni-Okinavva dialect group).

This paper reports the result of the investigation on the "toritate" particles (ja, N, ju:ka,

baka:i, CO:N, du, ga), "shuujoshi" (sentence particles) (jo(:), do:, sa, qsa:, ja(:), de, tee:), mUN,

hja:, gaja(:), cisa, ga, na), and quotation particles (ci, cicD. There have been some reports

of the description of the case particles in the study of the particles of Ryukyuan dialects,

but the studies of the "toritate" particles, "shuu joshi" (sentence particles), and quotation

particles have not been yet well investigated. In this paper, the nleanings and usage of

these three particles are described based on materials of a pure-Tonakijinla dialect

speaker, and it will reveal the gramlnatical llleaning and function including the structure

of these three particles, and the phonetic fusion.

Key words: Tonakijima Dialect, particles, case particles, "Toritate" particles,

the particles of "Kakari lllusubi" of the old Japanese
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